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論 文 内 容 の 要 旨 
 19世紀末に発明された自動車は20世紀の初頭に実用化および量産が開始され、その後幾度となく大きな変貌
を遂げながら現在の形態となった。その自動車のエネルギー源としての石油は天然資源でありながら需要が増
え続け、1973年および1978年には需給バランスが崩れ世界的規模の石油危機が起きた。日本など石油産出国で
はない国々では長期の給油制限や原材料不足など苦く辛い経験をしたが、以降も自動車は増え続けている。自
動車の普及・増産と平行して大気汚染が進み、その影響で地球温暖化を招くなど日常生活に留まらず、地球に
とって深刻な事態となった。1978年の第二次石油危機を乗り越えたあと、世界では限りある資源を大切にしよ
うとの風潮が高まった。1981年に省資源推進の観点から本研究への取り組みを開始。以後電気自動車へと研究
の主体を移しながら自動車の省エネルギー性に関する研究および利便性に関する研究を継続し、それらを論文
に纏めた。 
 本論文は、緒言、結言を含め第１章から第７章で構成した。 
 第１章は緒言で、研究の背景および経緯と各章の概要について述べた。 
 第２章では、小型省エネカーに関する技術開発のうち、特許を取得した、車両のコーナリングにおけるエネ
ルギーロスを少なくする「操舵装置」、および駆動用電源と回生用キャパシタを備える「電動車の回生システム」
の内容について述べた。 
 第３章では、日常的に使用できる電気自動車と、その電気自動車の行動範囲を拡大するため、けん引式発電
機型シリーズハイブリッドシステムを提唱し、その実現完成のため行った研究成果について述べたものである。
けん引式発電機型シリーズハイブリッドシステムを完成させた結果について述べた。その結果、電気自動車用
充電施設のインフラ整備や高性能バッテリによる航続距離の改善を待たず、他のシステムより大幅にコストの
安い電気自動車の長距離移動システムが実現できることを立証した。 
 第４章では、電気自動車が高効率で走行できる乗物であることをアピールするため、乾電池をエネルギー源
に用い人が乗り、時速100㎞/hで走行することが可能であることを実証する研究をおこない、車両の形状、パワ
ートレインの最適化など走行時の車輌に働く各種抵抗を減らした車両設計、およびモータやタイヤ設計をおこ
ない、試験走行において最高速度115.9㎞/hを達成したその研究の結果について述べた。 
 第５章では、前章の車輌を乾電池で時速100㎞/hで走行するために必要な電気システムについて研究した。可
能な限り少ない乾電池本数で必要電力をまかなうため、大電流放電が可能な使用環境、温度条件を探る実験を
おこない、搭載乾電池本数および電源用電池ユニットの最適化設計の方式についてのべた。 
 第６章は、電気自動車における投入電力と走行抵抗パラメータから速度を計算できる式を示し、実際の電気
自動車における走行時の電力の時間変化と速度毎の加速度データを用いて、電気自動車の速度変化を予測する
ことを実証した。 
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 第７章は結言で、本研究のまとめをおこなった。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 近年のエネルギー・環境・資源への社会的な関心の高まりは、クリーンで利便性の高い電気自動車への期待
と共に、産業構造をも変化させうる駆動力を持っている。本論文の著者は、電気工学、機械工学、材料科学お
よびこれらをシステムとして実践的に融合させることによって、電気自動車の省エネルギー性、利便性に関す
る研究を行い、その成果を全７章に纏めている。 
 第１章では、本研究の背景および目的について述べている。 
 第２章では、車両のコーナリングでのエネルギーロスを低減させる「操舵装置」、および減速時のエネルギー
損失を有効に使う「電動車のキャパシタによる回生システム」の要素技術を開発し、これらの要素技術の省エ
ネルギー性を試作機を用いて実証している。 
 第３章では、レンジエクステンダ （ーRXT）システムに注目し、けん引式発電機と電気自動車を試作・検証し、
省エネと連続走行が可能なシステムとしては近年注目を浴びているプラグインハイブリッドよりも燃費性能が
優れていることを明らかにしている。 
 第４章では、電気自動車が高効率な移動体であることを実証する目的で、単３型アルカリニッケル・マンガ
ン亜鉛乾電池を用いて電気自動車（搭乗者１人）を設計し、全ての構成要素を高効率とし、最適化することに
よって最高速度105.95㎞/hの世界記録を達成した結果について述べ、電気自動車が高効率な移動体であること
実証している。 
 第５章では、この電気自動車の電源システムの詳細について述べ、電源システムの全性能を支配する因子は、
電池の内部抵抗であることを明らかにしている。 
 第６章では、電気自動車への投入電力、直流モータ定数、車両走行時の種々の抵抗パラメータと電気自動車
の加速度、速度の関係式を導出している。また、この式を第４章の走行テスト時の測定結果に適用し、その妥
当性を見事に実証している。電気自動車は、投入電力を簡単に電圧・電流から測定出来るため、この結果は、
設計段階における車両性能の予測を容易に可能にし、電気自動車の普及に貢献するとともに、車両搭載コンピ
ュータとカーナビゲーションの併用によって、走行履歴・充電状態から、車両走行可能距離等の情報をリアル
タイムで運転者に与え得ることを示した成果であるといえる。 
 第７章では、本研究で得られた結果を総括している。 
 以上のように、本論文の著者は、電気自動車の高効率性、利便性を見事に実証し、電気自動車工学とも呼ぶ
べき複合工学分野を切り開く端緒となる可能性をもたらしたといえる。よって、本論文の著者は博士（工学）
の学位を授与するに値するものと認める。 
